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新年のごあいさつ
2021年、新しい年を迎えることができました。謹んで皆様に感謝申し上げます。昨年の今頃は、揚々と前期ハートフル講座の準備を始めていたところでした。しかし、館を開けることもままならず、皆様の健康を祈る日々を過ごしたことを覚えています。後期の陶芸共同制作で、各々造られた「アマビエ」の効果に期待して、今年は皆様が集い、語らい、多くの活動成果がありますように願っています。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

【ロビーに設置した、「コロナに一言！」を一部紹介します】

「コロナのばかー！早くコロナのない世界に戻って、お友達に会いたいな！！」「生きていられる自分、周りの方々やいろいろな人や物まわりにあるものに感謝です」「医療崩壊しないで、普通のひとも病院いけるようにして！」「てあらい、うがい、しょうどくでやっつけろ」「私の人生をかえせ～！はやくでかけたい」「ハワイにいきたい！？」「家族で過ごせる時間が増えた。ひとのことを思いやることも考えられた。けど、早く終結して～！」みなさま、投稿ありがとうございました。所長　原稔
皆さまの温かいご支援のおかげで、元気に新年をスタートすることができました。色々な事が例年とは違う２０２１年の始まりです。昨年は新型コロナウイルス感染症の流行により、日常生活が大きく変化しました。支援においても、ドライブ外出の自粛・高唱を伴うカラオケの禁止・イベントの中止など、利用者さんの期待に我慢の一年でした。そして何より優先したのは、マスクの着用が困難な利用者さんが多いなかの“コロナに感染しない為の環境つくり”でした。ご家族・利用者皆さんの協力のおかげで、安心して利用できていることと感謝しております。また利用者さんと輪になって笑い合える日が来ますように願います。笑顔溢れる一年をすごせるよう、職員一丸となって支援に励みたいと思います。今年もどうぞよろしくお願いいたします。生活介護　前田友美
新年あけましておめでとうございます。昨年は新型コロナウイルス感染拡大の影響により私たちの生活様式も大きく変化しました。そしていまだ予断を許さない状況が続きますが、地活Ⅱ型では、器具・用具の消毒や換気を徹底するなどの感染拡大の予防対策を実施し、皆様に安心して利用いただけるよう努めてまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。地域活動支援センターⅡ型　谷川高敏
『障害者の手作り作品展』
12月8日（火）から12月11日（金）まで市役所本館東玄関ロビーにて作品が展示されました。生活介護からはお月見の壁飾り、ハロウィンの飾り３点、クリスマスの壁掛けを出展しました。地域活動生活支援センターⅡ型からはハリネズミの壁画を出展しました。生活介護の皆さんが見学をして、自分たちの作った作品や他の出展作品を見ながら楽しい時間を過ごしました。
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ハートフルの作品展示コーナー　きれいに展示されていました！（写真：壁面上部にハリネズミの壁画…黄緑の色画用紙をバックにオレンジ色の葉がついた木が３本、ハリネズミが12匹貼られている。壁面下部にはペットボトルキャップを利用して作られたクリスマスツリーの壁掛けや、オレンジ色の色画用紙をバックにお化けが10個ほど貼られたハロウィンの壁画が飾られ、テーブルの上には紙製のハロウィンかぼちゃ8個、お月見の壁飾り2個置かれている。）

[image: image2]他の作品も見学しました　どれも素晴らしい作品ばかりでした！（写真：作品展会場の様子。中央にテーブルが配置され、テーブル上と壁面に多くの作品が展示されている。生活介護ハートフルの職員と利用者を含め8人程の方が作品を鑑賞されている。）
『ハートフル作品展・アールブリュット展開催のお知らせ』
　今年度もハートフル作品展・アールブリュット展を開催します。ハートフル作品展ではハートフル利用者や講座参加者の作品を、アールブリュット展では北摂地域の芸術家達の作品を展示します。どの作品も見て元気になれる素晴らしいものばかりです。皆様のご来場をお待ちしております。
なお、来場者が込み合わないように順路を作っています。誘導させていただく場合がありますので、ご覧になる際には密にならないように、ご協力お願いいたします。

[image: image3]（写真：令和2年度ハートフル作品展アールブリュット展ポスター…中央に縦書きで、令和2年度ハートフル作品展アールブリュット展　令和3年1月19日（火）→令和3年1月23日（土）9時～5時（日・月休館）最終日ののみ9時～3時　茨木市片桐町4番26番　茨木市立障害福祉センター1階ロビー　中央下部に横書きで、いにしえの、この地にうまれし鬼にもあまたの災いからの守り神にもやどりし魂のいぶきをここに。◆主催・お問い合わせ　社会福祉法人　大阪府障害者福祉事業団　茨木市立障害福祉センター　ハートフル　TEL 072-620-9818　◆協力　茨木市　周囲には、平成元年度後期陶芸講座合同作品の茨木童子の写真が9枚と、生活介護ハートフルで作成したハロウィンかぼちゃの写真2枚が配置されている。）
ダンス体験講座【市民交流講座】
[image: image4]（イラスト：女性、男性、女性、男性、の4人が並んで立ち、左手と左足をあげてダンスしている様子。）
新しく始まった講座で(今回の音楽は『紅蓮華』)に合わせて楽しくダンスしました。開講中は、入室時の検温、消毒、定期的に窓を開けての換気や参加者同士の間隔を広くとりながら実施しております。ダンスで使用する曲を聴いて「これ知っている！」や「好きな曲や！」などの声も聞かれ、気軽に参加できる雰囲気の中で行われていました。分かりやすく指導していただき、最後は一曲を通して踊りきることができました。

[image: image5]『音楽に合わせてレッツダンス！！』（写真：講師の動きに合わせてダンスをしている様子。参加者7人、うち車椅子での参加2人。会場後方より写す。）
　
[image: image6]『振付もばっちりできました！』（写真：両手をあげて踊っている。参加者6人、うち車椅子での参加2人。会場前方より写す。）
　
[image: image7]『笑顔で楽しく参加できました♪』（写真：耳に手を当てている男性利用者1人と隣で両手をあげている女性職員。）
アフリカンミュージックライブ（ジャンベ体験）【市民交流講座】
[image: image8]（イラスト：ジャンベ…アフリカの打楽器）

新しくアフリカンミュージックライブ(ジャンベ体験)が始まりました。ジャンベとはアフリカの打楽器です。硬い木をくりぬいて作られており、表面には動物の皮を使用しています。この講座は、ジャンベの音に合わせて楽器を演奏したり、踊ったりして、実際にジャンベを体験することができます。
現在、コロナ禍では参加者の方は大きな声を出したりはできませんが、講師との間にアクリル板を設置し、大きく距離をとりながら講座を進めています。参加者の皆さんは、リズムに合わせて楽器を演奏したりダンスを踊ったりして、楽しまれています。
『本場アフリカのミュージック＆ジャンベを体験させてもらい、大盛り上がりでした！』
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[image: image12]（写真4枚：左から、講師と利用者各1人がジャンベを脇に抱え、向き合って立っている写真。講師4人がギター、トーキングドラムやジャンベを演奏している写真。男性利用者がジャンベを体験している写真。講師2人がギターとトーキングドラムを演奏している写真。）
機関紙「ハートフル」第28号　ここまで。
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